
 
 
 

  
 

 
 
 

１月２８日（水）に行った第２回廿日市市コミュニティ・スクール研修会について紹介します。

今回の研修会は、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進に向けて、文部科学省

ＣＳマイスターから理論や実践事例等を学び、市内の連携及び協議を行い、コミュニティ・スクー

ルと地域学校協働活動の一体的推進と充実に資することを目的に実施しました。 
 

実践発表 

テーマ：「学校の課題≒地域の課題　～地域とともに課題に挑む～」 

発表者：津田小学校学校運営協議会　会長　中村　 滿  さん 
なかむら みつる

廿日市市立津田小学校　　　校長　小林　伸二 さん 
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津田小学校の学校運営協議会では、部

会を設け、学校の課題と地域の課題をす

り合わせ、その課題を学校と地域、地元の

商店街、県立高校が連携し、双方に効果の

ある事業に取り組んでいます。 
事例の一つ、小学校を統合した浅原地

区での野外活動は、令和６年から地元の

ＮＰＯ法人と連携して実施されていま

す。 
この取組によって、児童アンケートの

「学校や地域のために自分ができること

を考えていきたい。」という設問で、肯定

的評価が事前と事後で５０．１ポイント

も伸び、また、地域の方からは、「学校統

合から１０年、浅原でこんなに子どもの

声を聞いたのは久しぶり。子どもたちと

交流できて、私も愉しかった。」などのつ

ぶやきがあり、学校と地域の双方に取組

の成果が見られました。 
最後に、会長さんから「コミュニティ・

スクール、地域学校協働活動にかける時

間と労力は『コスト』ではなく、中山間地

域のまちづくりの創り手となる子どもたちの『社会形成能力』」を高めるための『投資』だと考えて

がんばっています。」という言葉がありました。 
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講　話 

テーマ：「学校や地域の課題解決につながるコミュニティ・スクールの推進」 

～地域と学校の連携・協働による地域防災の取組を通して～ 

講　師：文部科学省ＣＳマイスター　安田　隆人 さん 
や す だ たかひと

 

講師の先生が校長として勤務していた、岡

山県浅口市立寄島小学校では、コミュニテ

ィ・スクール（学校運営協議会）が地域や学

校の課題を解決する場になっていて、学校と

地域が知恵を出し合い、連携・協働すること

で、事例にある「地域防災」の課題を解決し

ています。 
ＣＳ（コミュニティ・スクール）と地域学

校協働活動の一体的推進によるメリットと

して、子どもにとっては多様な方との学び、

教職員にとっては負担の減少、地域の方にと

っては生きがいの実感などが挙げられます。

ＣＳの成果は、学校と地域が目標を共有し、

対話を通じて課題を解決し、子どもが変わ

り、学校が変わり、まちも変わることだと言

われています。 
ＣＳを導入した今、地域と学校の連携にか

かわって、右の項目について振り返ってみる

ことで、今の状況を把握するとともに、課題

も見えてきます。ＣＳの推進を図る上で、参

考になります。 
 

協　議 

テーマ：「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の成果と課題、課題解決に向けて」 

 
　津田小学校の実践発表を聴いて参考になったことや、自校のコ

ミュニティ・スクールや地域学校協働活動についての成果や課題

をグループで出し合い、課題解決に向けて協議を行いました。 
参加者のアンケートには、「地域と学校の連携を密にすること

がいる。」「地域のいろいろな活動団体の個々のすごい力をどうつ

なげていけるか。学校、地域の思いのすり合わせが必要だ。」とい

った地域と学校の連携に関わる意見がありました。 
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